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何のために（目的） 

何をするのか（介入手段） 

そして 

自分がそれに関与するとしたら 

何ができるのか 
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 緩和ケア（緩和医療， Palliative care）：WHO2002  

Palliative care is an approach that improves the quality of life of patients and their 

families facing the problem associated with life-threatening illness, through the 

prevention and relief of suffering by means of early identification and impeccable 

assessment and treatment of pain and other problems, physical, psychosocial and 

spiritual.  

生命（人生）を脅かす疾患による問題に直面している患者およびその家
族の、人生や生活の質（QOL）を改善するアプローチである。苦しみを予
防したり和らげたりすることでなされるものであり、そのために痛みその他の身
体的問題、 心理社会的問題、スピリチュアルな問題を早期に発見し、
的確なアセスメントと治療を行うという方法がとられる 
 

 緩和ケア（緩和医療， Palliative care）：WHO2002  

・ provides relief from pain and other distressing symptoms; 

・ affirms life and regards dying as a normal process; 

・ intends neither to hasten or postpone death; 

・ integrates the psychological and spiritual aspects of patient care; 

・ offers a support system to help patients live as actively as possible until death; 

・ offers a support system to help the family cope during the patients illness and in   

 their own bereavement; 

・ uses a team approach to address the needs of patients and their families, including  

 bereavement counseling, if indicated; 

・ will enhance quality of life, and may also positively influence the course of illness; 

・ is applicable early in the course of illness, in conjunction with other therapies that  

 are intended to prolong life, such as chemotherapy or radiation therapy, and  

 includes those investigations needed to better understand and manage distressing  

 clinical complications. ients and their families facing the problem associated with  

 life-threatening illness, through the prevention and relief of suffering by means of  

 early identification and impeccable assessment and treatment of pain and other  

 problems, physical, psychosocial and spiritual. 

・ 痛みやそのほかの苦痛な症状から解放する 
・ 生命を尊重し、死を自然の過程と認める 
・ 死を早めたり、引き延ばしたりしない 
・ 患者のためにケアの心理的、霊的側面を統合する 
・ 死を迎えるまで患者が人生を積極的に生きてゆけるように支える 
・ 家族が患者の病気や死別後の生活に適応できるように支える 
・ 患者と家族-死別後のカウンセリングを含む-のニーズを満たすために 
 チームアプローチを適用する 
・ QOLを高めて、病気の過程に良い影響を与える 
・ 病気の早い段階にも適用する 
・ 延命を目指すそのほかの治療-化学療法、放射線療法-とも結びつく 
・ それによる苦痛な合併症をより良く理解し、管理する必要性を含んでいる 
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 緩和ケアの歴史 

近代ホスピスの始まり 

 1967年英国  シシリー・ソンダースがセントクリストファーホスピス開設 

        （モルヒネなどの安全な使用方法、症状緩和） 
 

日本 

 1970年代   緩和ケア紹介 

 1980年代初頭 静岡聖隷三方原病院、大阪の淀川キリスト教病院 

        ホスピス開始 

 1990年代   健康保険 

 2006年    がん対策基本法の施行 

        （拠点病院に緩和ケアチームの設置義務） 

 受容のモデル 

フロイト（S Freud）－対象喪失に対する悲哀の仕事 

キュブラーロス（Kubler Ross E）－死にゆく患者の心理 

  否認→怒り→取り引き→抑うつ→受容 

コーン（Cohn N）－突然の身体障害 

  ショック→回復への期待→悲嘆→防衛→適応 

フィンク（Fink SL）－危機モデル 

  衝撃→防御的退行→承認→適応 
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 受容における心理的変化 

 否認 
  これは何かの間違いに違いない 
  自分に限ってそんなことは起こりえない 
 

 怒り 
  なぜ自分がこんな目にあうんだ！ 
  一体私が何をしたというのか！ 
 

 取引 
  何か人々の役に立つようなことをするから、死を避けたい 
  もう２度と悪い行いはしないから、命だけは助けて欲しい 
 

 抑うつ 
  取引が成立しないことを自覚すると「抑うつ」に移行 
 

 受容 
  自分の状況を受け入れ平安な気持ちになる 

 緩和ケアの方向 

緩和ケア＝ターミナル・ケア 

 

 

 

症状を和らげる手段＝緩和ケア 

 

 

 
 

パラレルケアへ そして対象はがんやエイズだけではない 

   がん治療  
緩和ケア 

｜｜ 

ターミナルケア 

がん治療 
緩和ケア 

ターミナル 
ケア 

   がん治療  

   緩和ケア 

ターミナル 
ケア 
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 全人的苦痛（トータルペイン）をもたらす背景 

トータルペイン 

（全人的苦痛） 

身体的苦痛 

 痛み 
 息苦しさ 
 だるさ 
 動けないこと 

社会的苦痛 

 仕事上の問題 
 人間関係 
 経済的問題 
 家庭内の問題 
 相続問題 

スピリチュアルペイン 

 人生の意味 罪の意識 
 苦しみの意味 死の恐怖 
 価値観の変化 
 死生観に対する悩み 

精神的苦痛 

 不安 うつ状態 
 恐れ いらだち 
 怒り 孤独感 

緩和ケアにおける 

スピリチュアルとは 

 

 

 

 

スピリチュアルペインとは 
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人
は
な
ぜ
生
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
の
か 

な
ぜ
自
分
だ
け
に
こ
う
い
う
事
が
起
こ
っ
た
の
か 

ど
う
し
て
私
を
残
し
て 

ま
だ
一
緒
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
に 

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か 

許
し
、
許
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か 

死
ん
だ
人
は
ど
こ
に
行
く
の
か 

あ
の
人
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か 

も
う
一
度
会
う
こ
と
は
可
能
な
の
か 

生
き
る
事
の
価
値
は
何
か 

残
り
の
人
生
に
価
値
は
あ
る
の
か 

私
は
何
か
悪
い
こ
と
を
し
た
の
か 

    医療 看護 OT PT 宗教 心理 音楽 植物 

 身体的苦痛 

 痛み                 
 息苦しさ                 
 だるさ                 
 動けないこと                 

 社会的苦痛 

 仕事上の問題                 
 人間関係                 
 経済的問題                 
 家庭内の問題                 
 相続問題                 

 精神的苦痛 

 不安                 
 うつ状態                 
 恐れ                 
 いらだち                 
 怒り                 
 孤独感                 

 スピリチュアルペイン 

 人生の意味                 
 罪の意識                 
 苦しみの意味                 
 死の恐怖                 
 価値観の変化                 

 死生観に対する悩み                 

◎ 十分効果あり  ○ 少し効果あり  △ 状況により効果あり    
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たとえばがんに対するアプローチ 

QOL 

ADL 

身体機能 

緩和的 

（palliative） 

予防的 

（preventive） 

回復的 

（restorative） 

維持的 

（supportive） 

癌の診断後早期開始
（手術、放射線、化学
療法の前から） 
機能障害の予防目的 
 
例：手術前後の呼吸リ
ハビリ、浮腫の予防方
法の指導など 

機能障害、能力低下
に対する機能回復 
 
例：乳癌など腫瘍摘出
後の上肢機能訓練・ 
ADL訓練など 

腫瘍増大による機能障
害進行に対するセルフ
ケア、運動能力の維持
改善 
 
例：乳癌再発後の腕神
経叢麻痺に対するADL
訓練など（代償的リハ
が中心） 

ニーズ尊重、身体的、
精神的、社会的にQOL
の高い生活 
 

例：ADLの自立・自律も
しくは介助してもらい、未
完の仕事にエネルギー
を費やすなど(代償的リ
ハ・介助方法の指導) 

D
ietz

の
分
類
と
そ
の
例 

機能障害に対する 

リハビリテーション 
代償的 

リハビリテーション 

本人の意思尊重 

自立・自律の方法や
介助方法 

がん治療 
緩和ケア 

ターミナルケア 

 身体的苦痛やさまざまな喪失に対してできること 

 身体的機能 疼痛・全身倦怠感などの症状や体力低下などにより、
身体が思うようにならない 

 社会的役割 仕事や家庭における（罹患以前の）役割が担えない、
周囲に対する負担感 

 自立・自律 自分で自分のことができない、周囲に頼らなければなら
ない 

 尊厳 外見の変容、排泄介助を受けることなど、自己イメージ
やプライドの傷つき 

 関係性 愛するものを残して逝かなければならない、つらさを理解さ
れない孤立や孤独、拒否 

 未完の仕事 やり残した仕事がある、達成できない 
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 ★リハビリテーションの効果を期待する点・実感する点 
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そ
の
他

質問項目

実
数

期待する点

実感する点

多職種（医師・看護師・看護助手・ＭＳＷ・クラーク・薬剤師・栄養士）約175名にアンケート 
大原：緩和医療におけるリハビリテーションのあり方-多職種の視点から. 2006年日本緩和医療学会 
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作
業
を
用
い
る
療
法 

  

最
良
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど 

 

傍
目
に
は
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
単
純
で 

 

自
然
な
人
の
関
わ
り
と
し
て
映
る 

 

そ
の
特
別
な
場
や
手
法
を
用
い
な
い 

 

平
凡
さ
と
豊
か
な
日
常
性
が 

 

人
間
の
自
然
な
治
癒
力
を
引
き
だ
し 

 

病
い
を
「
治
す
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
治
る
」 

 

さ
ら
に
は
「
病
い
を
生
き
る
」
と
い
う 

 

視
点
を
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ら
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な
た
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な
に
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で
き
ま
す
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